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エセホンによるパインアップルの開花誘起に関する研究

福富

（沖縄県農業試験場八重山支場）

HajimeFUKUTOMI：EffectofaGrowthRegulator-Ethephononthelnductionof
F1oweringofPineappleP1ant．

っだ．試験区は１区50本，３区制とした．処理方法は１

本当り25cc，エセホン処理は葉面散布，ＮＡＡおよび

CaC2処理は漕生処理した．また全区とも１回処理とし

た．

（２）結果および考察

大仲（1967,1971）によると夏期（８月)にはＮＡＡ処

理効果が極めて低く，CaC2も夜間処理で効果はあって

も日中処理では効果が低いエセホン処理区はどの濃度

においてもＮＡＡ及びCaC2処理より効果が高かった．ま

たエセホン500ppm尿素２％混用処理区とエセホン５００

ppm単用処理区と比較すると，前者の方が処理効果が高

く，明らかに尿素の混用効果がみられた（Tableｌ）．

エセホンに尿素を混用すると処理効果が安定で，かつ高

くなることは，Ｌｉｍ（1975）も報告しているが，その理

由として現在のところ判然としない．ただエセホン溶液

からエチレンが発生する過程において尿素が効果的な作

用をしていることは確かである．Ｂｕｒｇ＆Ｂｕｒｇ（1966）

によるとオーキシン作用物質をパインアップルに処理す

ると開花作用を示すのはオーキシン作用物質による内生

１．はじめに

パインアップルの開花誘起に関する植物生長調節剤と

して従来NAA，カーバイト等が使用されてきた．ところ

がこれらの薬剤では年間を通して開花調節することが困

難視されている．特に八重山地域においては夏期から秋

期にかけての，日中処理の効果が期待できる薬剤がまだ

みあたらない．そこで筆者らは新たにエセホンを導入し

て試験した結果，夏期の日中に処理しても効果が高く，

しかも処理効果は比較的安定性が高いことを確認した．

本試験にあたって資料提供等の援助を賜わった千葉県

農業試験場，平城好明氏および当支場職員に対して厚く

御礼を申し上げろ．

２．夏期エセホン処理効果

（１）試験方法

本試験は1974年８月６日（13～14時）の昼間処理とし

た．供試草本は1973年５月植（新植）のスムース・カイ

エン種で，生育ステージは生葉数41枚，草丈113噸であ

TableLComparisionofEthephon，ＮＡＡａｎｄＣａＣ２（Ａｕ9.1974）
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エチレンの生成に原因するものとしていろ．ＣａＣ２は水

と反応してアセチレンを発生するのであるが，アセチレ

ンとエチレンとは化学構造が類似しているためエチレン

に近い生理作用を示すようである．ただしパインアップ

ルの開花を誘起させる物質はエチレンであるとされてい

るから薬剤の性質上，エセホンは開花に対してＮＡＡ及

びCaC2より直接的作用が強いものと考えられろ．エセ

ホン処理は着花および果実形成にも良好な効果をもたら

した（Fig.２および３）．

1972年８月植（１回株出）のスムース・カイエン種を供

試し，エセホン200ppm尿素４％とNAA10ppmを別々に

50cc／１本づつ葉面散布し１回処理とした．試験区は１

区20本の２区制とした．

（２）結果および考察

エセホンは処理後40日目で一斉開花し，その後の開花

率の増加はみられなかった（Fig.１）．NAA処理は処

理後45日目から除々に増加し，６０日目で開花は完了し

た（Fig.１）．大仲（1966）によると春期は年間で最

もＮＡＡの効果が高くなるのであるが，開花期はエセホ

ン処理より遅く，しかも多くの日数を要している．この

ことは１回処理ではＮＡＡよりもエセホンの方が花芽形

成に対して急激に作用していろということを示すものと

考えられろ．

3．春期ＮＡＡとエセホン処理比較

（１）試験方法

1975年４月10日（１３：30,14：３０時）に薬剤処理した．

１００ ４％包Ｃｈｏｎ２０（

4．エセホン反復処理効
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（１）試験方法

１回目処理は1974年９月１２

日（13～16時）として，２回

目処理は同年９月19日（13～

16時）とした．供試草本は

1973年８月植（新値）のスム

ース・カイエン種で生育ステ

ージは生葉数33枚，草丈96”

であった．処理方法は１回１

本当り25ccとし，エセホン溶

液を潅注および葉面散布処理

した．試験区は１区10本，１

区制であった．

（２）結果および考察
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Fig・LF1oweringrateofthepineappleplantasaffectedbytheEthephon
andNAAtreatments(Aprl975)．Max・ａｉｒｔｅｍｐ､andweatheronthe
dayoftreatment：２８．３.Candcloudy・Ｍｅａｎａｉｒｔｅｍｐ・foraweek
afterapplication：２４．８°Ｃ．

Table２．EffectsofthemethodandfrequencyofapplicationofEthephonatvariousconcentrations
onthefloweringofthepineappleplant.（Sepl974）
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Ｆｉｇ．２．FruitingofthepineappleplantinducedbytheEthephon

treatment（Novl975）

Left：Ｅｔｈｒｅｌ３００ｐｐｍ＋４qiureatreatment

Right：control

Ｆｉｇ．３．Fruitsofthepineappleplantreceivedtreatment

ofEthephon300ppm＋４％Ｕｒｅａ（Novl975)．
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本永・石垣（1968）はＮＡＡ，CaC2の反復処理効果を

認めたが，この試験ではエセホンの反復処理効果は顕著

でなかった（Ｔａｂｅ２）．つまりエセホン処理の濃度お

よび散布量が適当であれば１回処理でも高い花芽分化の

誘起がなされなるものと考えられた．柏木・松川(1975）

もチランドシア・キアネア（アナナス）で同様の報告を

していろ．

10・沖縄県農試名護支場，八重山支場１９７４エスレル

によるパインアップルの開花促進効果および成熟促進

効果に関する資料3.5ｐ，２．４－Ｄ協議会

11.大仲栄信１９６７パインアップル花芽分化促進剤の

処理時期と濃度試験．琉球農試業務年報1966:196-

１９８

１２－１９７１カーバイト処理時期試験．同上1970:95～

96.

13．琉球農試八重山支場１９７０カーバイトおよび発根

素の処理時刻別効果試験（その１），パインアップル

収穫期調節に関する試験成績:19-22（ガリ版）．

14．菅洋１９７４作物の生長と発育制御における植物ホ

ルモンの役割〔２〕農および園4９（８）：13-19.

5．摘要

エセホンによると，従来困難とされていた夏期の日中

処理でも開花処理が可能となった．またパインアップル

に対するエセホンの諸性質を調べた．

（１）夏期８月の昼間処理ではエセホンはＮＡＡ，ＣａＣ２

より高い開花促進効果がみられた．

（２）エセホンは尿素との混用によって処理効果が高く

なった．

（３）エセホン処理はＮＡＡ処理に比して開花が斉一

で，かつ開花期が早くなった．

（４）エセホンは１回処理効果がみられ，反復処理効果

は顕著でなかった．

Summary

EffectivenessoftheEthephonasaninducerof

floweringofthepineappleplantwastestedon

lshigakilslaｎｄｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ

Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｗｅｒｅａｓfollows：

Floweringofthepineappleplantwaseffectively

inducedevenbythedaytimetreatmentwith

Ethephoninthｅｓｕｍｍｅｒｓｅａｓｏｎ・

IncorporationofureaintoEthephonsolution

appearedtobringaboutmorefloweringthanEth-

ephonalone

Ethephontreatmentresultedinmoreuniform

andpromptfloweｒｉｎｇｔｈａｎＮＡＡ・

Inducedfloweringwasnotmarkedlydifferent

withapplicationfrequency（onceortwice）ofEth-

ephon，ｂｕｔｉｔａｐｐｅａｒｅｄｔｏｂｅａｆｆｅｃｔｅｄｍｏｒｅｂy

injectionthansprayingofEthephontothepinea-

ppleplant．
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